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仕事や生活など、あらゆる局面で役立つ
リスク管理の手法を多角的な視点から身につけます。

社会システム科学部

Department of Risk Science in Finance and Management

金融・経営リスク科学科

1

学科の
特色 いまやリスクマネジメントは

現代企業の必須課題となっています。
　社会が複雑化する中で、企業の経営リスク
は年々高まっており、会社を経営するにはど
のようなリスクがあり、それがどれくらいの損
失をもたらす可能性があるのか、正しくリスク
を評価し、適切にマネジメントする能力が不
可欠となっています。その一方でリスクを意識
しすぎる消極的な姿勢が、健全な経営を阻害

しているケースも散見されます。重要なのはリ
スクを回避するだけでなく、リスクを正しく把
握し、適切にコントロールすること。本学科
では、金融・情報・生産・生活の4分野を軸に、
文理融合型のカリキュラムを編成。合わせて、
海外の大学で授業を履修する国際コースも設
置しています。

あらゆる
企業で
求められる
スキルです

リスクマネジメントに特化した日本で唯一の学科です。1POINT

グローバル人材を育成する「国際コース」を設置しています。2POINT

4分野の専門知識を学び、幅広い進路で活躍できます。3POINT

徐 春暉教授
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1.2.4.5. 金融分野を専攻する 3 つの研究室
が合同で行うゼミでは、投資シミュレーショ
ンを行う。仮想市場で株式売買を体験する。
楽しみながら実践的な知識が修得できる。
3. 食品に関するリスクを確認する授業。ま
るで化学実験のよう。

3

1

2 4
5

私の
学び方 夢は、証券会社のトレーダー。

スケールの大きな仕事に携わりたいです。
　この学科は他学科に比べると定員が少ない
ので先生や先輩との距離が近く、和気あいあ
いとしているのが一番の魅力です。授業はど
れも興味深く、特に3年次に履修する「金融・
経営リスクマネジメント実験」では、3 〜 4人
のグループに分かれ、仮想の500万円を実際
の株価で運用することで、ポートフォリオの組

み方などを実践的に学びました。今後は、過
去の株価データや統計学を駆使して、リスク
を定量的に表すバリュー・アット・リスクの研
究に取り組む予定です。将来の目標は証券会
社の敏腕トレーダーになること。学んだこと
を生かしてスケールの大きな仕事に携わって
いきたいです。 平山 宏貴さん　3 年

［千葉県／県立実籾高等学校 出身］

実践的に
学びます

主 な 進 路
（過去 4 年間／順不同）

日本郵政、日本郵便、千葉銀行、福島銀行、
高島屋、東京東信用金庫、ちばぎん証券、藍
澤證券、みずほ情報総研、日産証券、永和
証券、デジタル・アドバタイジング・コンソー
シアム、生活協同組合コープみらい、大東
建託、リコージャパン、ニュートン・フィナ
ンシャル・コンサルティング、東テク、アル
フレッサ、イオンファンタジー、アルゴグラ
フィックス、システムソフト、JFEシステムズ、
東計電算、TDCソフトウェアエンジニアリン
グ、旭情報サービス、日本総研情報サービス、
千葉県警、警視庁、千葉工業大学大学院、
東京大学大学院、秋田大学大学院、静岡大学
大学院、早稲田大学大学院 他

金融分野
金融リスクを把握し、  
回避する手法を学びます。

情報分野
ネットワーク時代の  
危機管理術を学びます。

生産分野
安全・安心な製品づくり、技術や  
エネルギーのリスクを学びます。

生活分野
消費者・生活者を取り巻く  
リスクを学びます。



4年間の学びのステップ

学
び
の
ポ
イ
ン
ト

リスクとは何かを知り、
背景となる経済活動の
仕組みを学修します。

4 分野の基礎を
横断的に学びます。

研究室に所属し、
具体的手法を学びます。

卒業研究に取り組み
関心のあるテーマを
掘り下げます。

 「リスク」を理解するには、社会がどんなシステムで動いているか、
企業が意思決定を行うプロセスなど、背景となる経済活動を知らな
ければなりません。そういった基本の学修から、リスクへの理解を
進めます。なお国際コースを希望する学生は、英語の集中学習も
開始します。

　1年次の基本的な学びを一歩進め、専門的な学修に備えます。
金融・情報・生産・生活の 4 分野の社会的・技術的なメカニズ
ムを理解するとともに、それぞれどのようなリスクが潜んでいるか、
考えを深めていきます。国際コースの学生は、夏期休暇にグアム
大学で 2 科目を履修します。

　3 年次から研究室に所属。学修した基礎理論をもとに研究室の
テーマに沿って、4 分野のケーススタディに取り組み、マニュアル制
作や行動指針の策定など具体的なリスクマネジメントの手法を身に
つけます。国際コースの学生には海外インターンシップや海外研修
の機会を与えます。

　学修の総仕上げとなる卒業研究に取り組みます。関心のあるテー
マに絞り込み、実例の調査やリスク課題を研究し、卒業論文を作成・
発表します。その過程で、プレゼンテーションや文書作成の能力も
養い、実社会で能力を発揮できる力を身につけていきます。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

科　目 1セメスター 2セメスター 3セメスター 4セメスター 5セメスター 6セメスター 7セメスター 8セメスター

教
養
科
目

教
養
基
礎
科
目

コミュニケーション
スキル

ステップアップ・イングリッシュ１
英語コミュニケーションＡ１
センテンス・ストラクチャ１
英語コミュニケーションＢ１
英語コンプリヘンションＣ１
英語コミュニケーションＣ１
日本語表現法

ステップアップ・イングリッシュ２
英語コミュニケーションＡ２
センテンス・ストラクチャ２
英語コミュニケーションＢ２
英語コンプリヘンションＣ２
英語コミュニケーションＣ２

英語コンプリヘンションＡ１
アドバンスト・コミュニケーションＡ１
アドバンスト・コンプリヘンションＢ１
アドバンスト・コミュニケーションＢ１
アドバンスト・コンプリヘンションＣ１
アドバンスト・コミュニケーションＣ１

英語コンプリヘンションＡ２
アドバンスト・コミュニケーションＡ２
アドバンスト・コンプリヘンションＢ２
アドバンスト・コミュニケーションＢ２
アドバンスト・コンプリヘンションＣ２
アドバンスト・コミュニケーションＣ２

情報リテラシー 情報処理

人間力養成
スポーツ科学

キャリアデザイン 3
初年次教育　キャリアデザイン 1 キャリアデザイン 2

教
養
共
通
科
目

国際理解 異文化理解　言語と文化 1　言語と文化 2 グローバル時代の法　国際社会論

人間・社会・
自然の理解

哲学　倫理学　文学と芸術　歴史と人間　心理学　身体と健康の科学　憲法と社会　
現代社会論　科学技術史　環境科学概論

政治と社会　経済学　生命科学　地球科学　
物理の世界と先端技術　物質科学

総合 課題探究セミナー　総合学際科目

教養特別科目

ソーシャルアクティブラーニング　国際インターン　国内インターン　ボランティア

イングリッシュアクティブラーニング１ イングリッシュアクティブラーニング２ 総合科学特論

イングリッシュアクティブラーニング 3　スポーツアクティブラーニング

専
門
科
目

学
部
共
通
専
門
科
目

論理的理解の養成 基礎数学および演習 線形代数入門 オペレーションズリサーチ入門 データ解析入門　データマイニング入門

エンジニアズマインドの養成 情報リテラシ　ベンチャービジネス論 科学技術者倫理　環境保護と法

社会システム科学の基礎 社会システム科学入門 企業の法的環境
社会システムと意思決定 ビジネスコミュニケーション フィールドアクティビティ

基礎科目 情報処理基礎および演習
リスク科学概論

コンピュータサイエンス入門
経済金融入門

プログラム言語基礎
環境リスク　確率論 ファイナンス概論 現代技術論

基幹科目 安全と安心の心理 リスク対策と保険　  ※グローバル・スタディーズⅠ
　　　　　　　　　※グローバル・スタディーズⅡ

知的財産権　経営管理論　会計システム
金融リスク論　情報リスクマネジメント
製品安全マネジメント

安全システム工学　投資意思決定の数理
環境リスク分析　生活とリスク
社会心理学　データサイエンスおよび演習

展開科目

サービスサイエンス入門
金融工学
コーポレートファイナンス
情報システム開発
サイバーリスクマネジメント

組織運営のリスクマネジメント　投資戦略と評価
技術開発リスクマネジメント
資源・エネルギーリスクマネジメント
産業・組織心理学
環境リスクマネジメントおよび演習
ヒューマンファクタのリスクおよび演習
リスクコミュニケーションおよび演習
生産システムおよび演習
金融・経営リスクマネジメント実験

情報技術社会論
防災および危機管理システム
投資シミュレーションおよび演習

発展科目 ゼミナール 1 ゼミナール 2　課題研究 卒業研究

※カリキュラムは一部変更となる場合があります。 （赤文字：必修科目　緑文字：コース必修科目　黒文字：選択科目）
 ※国際コースのみ履修可能
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　グローバル化とIT化が進む現代の企業は、
常に2つの大きなリスクにさらされています。ひ
とつは、個人情報の流出やウイルス感染といっ
た情報リスク。もうひとつは、不正会計や偽
装、災害対策といった経営リスクです。これら
が適切に管理できていなければ、たとえ大企
業であっても致命傷になりかねないことは、皆

さんも日々のニュースで目にしていることでしょう。リスク管理の仕組みを作り、それ
を社員に徹底させて、きちんと運用する能力はすべての企業で強く求められていま
す。私たちの研究室では、テキストの精読や事例研究を通して、仕組みづくりと人材教
育の手法を学び、システムと運用の両面から企業の抱えるリスクに立ち向かいます。

2年
次1年

次

研究室
Pick
up!

「情報」と「経営」。企業が抱える
2つの「リスク」を徹底分析。

情報セキュリティと経営リスク管理、
グローバル経営、IT活用と管理

森 雅俊教授
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リスクとは何かを知り、
背景となる経済活動の
仕組みを学修します。

4 分野の基礎を
横断的に学びます。

研究室に所属し、
具体的手法を学びます。

卒業研究に取り組み
関心のあるテーマを
掘り下げます。

 「リスク」を理解するには、社会がどんなシステムで動いているか、
企業が意思決定を行うプロセスなど、背景となる経済活動を知らな
ければなりません。そういった基本の学修から、リスクへの理解を
進めます。なお国際コースを希望する学生は、英語の集中学習も
開始します。

　1年次の基本的な学びを一歩進め、専門的な学修に備えます。
金融・情報・生産・生活の 4 分野の社会的・技術的なメカニズ
ムを理解するとともに、それぞれどのようなリスクが潜んでいるか、
考えを深めていきます。国際コースの学生は、夏期休暇にグアム
大学で 2 科目を履修します。

　3 年次から研究室に所属。学修した基礎理論をもとに研究室の
テーマに沿って、4 分野のケーススタディに取り組み、マニュアル制
作や行動指針の策定など具体的なリスクマネジメントの手法を身に
つけます。国際コースの学生には海外インターンシップや海外研修
の機会を与えます。

　学修の総仕上げとなる卒業研究に取り組みます。関心のあるテー
マに絞り込み、実例の調査やリスク課題を研究し、卒業論文を作成・
発表します。その過程で、プレゼンテーションや文書作成の能力も
養い、実社会で能力を発揮できる力を身につけていきます。

カ
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ラ
ム

科　目 1セメスター 2セメスター 3セメスター 4セメスター 5セメスター 6セメスター 7セメスター 8セメスター

教
養
科
目

教
養
基
礎
科
目

コミュニケーション
スキル

ステップアップ・イングリッシュ１
英語コミュニケーションＡ１
センテンス・ストラクチャ１
英語コミュニケーションＢ１
英語コンプリヘンションＣ１
英語コミュニケーションＣ１
日本語表現法

ステップアップ・イングリッシュ２
英語コミュニケーションＡ２
センテンス・ストラクチャ２
英語コミュニケーションＢ２
英語コンプリヘンションＣ２
英語コミュニケーションＣ２

英語コンプリヘンションＡ１
アドバンスト・コミュニケーションＡ１
アドバンスト・コンプリヘンションＢ１
アドバンスト・コミュニケーションＢ１
アドバンスト・コンプリヘンションＣ１
アドバンスト・コミュニケーションＣ１

英語コンプリヘンションＡ２
アドバンスト・コミュニケーションＡ２
アドバンスト・コンプリヘンションＢ２
アドバンスト・コミュニケーションＢ２
アドバンスト・コンプリヘンションＣ２
アドバンスト・コミュニケーションＣ２

情報リテラシー 情報処理

人間力養成
スポーツ科学

キャリアデザイン 3
初年次教育　キャリアデザイン 1 キャリアデザイン 2

教
養
共
通
科
目

国際理解 異文化理解　言語と文化 1　言語と文化 2 グローバル時代の法　国際社会論

人間・社会・
自然の理解

哲学　倫理学　文学と芸術　歴史と人間　心理学　身体と健康の科学　憲法と社会　
現代社会論　科学技術史　環境科学概論

政治と社会　経済学　生命科学　地球科学　
物理の世界と先端技術　物質科学

総合 課題探究セミナー　総合学際科目

教養特別科目

ソーシャルアクティブラーニング　国際インターン　国内インターン　ボランティア

イングリッシュアクティブラーニング１ イングリッシュアクティブラーニング２ 総合科学特論

イングリッシュアクティブラーニング 3　スポーツアクティブラーニング

専
門
科
目

学
部
共
通
専
門
科
目

論理的理解の養成 基礎数学および演習 線形代数入門 オペレーションズリサーチ入門 データ解析入門　データマイニング入門

エンジニアズマインドの養成 情報リテラシ　ベンチャービジネス論 科学技術者倫理　環境保護と法

社会システム科学の基礎 社会システム科学入門 企業の法的環境
社会システムと意思決定 ビジネスコミュニケーション フィールドアクティビティ

基礎科目 情報処理基礎および演習
リスク科学概論

コンピュータサイエンス入門
経済金融入門

プログラム言語基礎
環境リスク　確率論 ファイナンス概論 現代技術論

基幹科目 安全と安心の心理 リスク対策と保険　  ※グローバル・スタディーズⅠ
　　　　　　　　　※グローバル・スタディーズⅡ

知的財産権　経営管理論　会計システム
金融リスク論　情報リスクマネジメント
製品安全マネジメント

安全システム工学　投資意思決定の数理
環境リスク分析　生活とリスク
社会心理学　データサイエンスおよび演習

展開科目

サービスサイエンス入門
金融工学
コーポレートファイナンス
情報システム開発
サイバーリスクマネジメント

組織運営のリスクマネジメント　投資戦略と評価
技術開発リスクマネジメント
資源・エネルギーリスクマネジメント
産業・組織心理学
環境リスクマネジメントおよび演習
ヒューマンファクタのリスクおよび演習
リスクコミュニケーションおよび演習
生産システムおよび演習
金融・経営リスクマネジメント実験

情報技術社会論
防災および危機管理システム
投資シミュレーションおよび演習

発展科目 ゼミナール 1 ゼミナール 2　課題研究 卒業研究

※カリキュラムは一部変更となる場合があります。 （赤文字：必修科目　緑文字：コース必修科目　黒文字：選択科目）
 ※国際コースのみ履修可能
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3年
次 4年

次

　日本は資源・エネルギーの多くを海外に依存
しているのが実情。それだけに海外での紛争や
政情不安があると、多くの企業が資源価格変
動のあおりを受けて打撃を受けています。私た
ちの研究室では資源、エネルギー分野にどんな
リスクがあるのかを認識、そのリスクをどうやっ
て克服していくかを考えています。国の施策が

大きく影響する分野ではありますが、国の動きに左右されるばかりでは、企業の経営
は立ち行かず、リスクを恐れているばかりでは進歩はありません。経済の一線に立つ
企業が、どのようにリスクを回避するか、どのような技術開発でそれを乗り越えていく
か、日本の企業人として、ぜひとも考え方のベースに持っておきたい視点を培います。

「資源小国ニッポン」を救う
イノベーションを見出す人材を育てます。

意思決定、技術経営、未利用資源・地球環境、
経営戦略・経営資源・ビジネス創成・ビジネス資源、防災

山崎 晃教授

TOPICS
国際コースとは?!
海外の経済事情・異文化を理解し、コ
ミュニケーション能力を高めて国際社
会で活躍できるグローバル人材を育
成します。このコースの学生は、2 年
次前期に 3 週間、グアム大学で講義
に参加します。また海外インターン
シップや研究の機会を与えます。 グアム大学


